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平成25年10月24日 2013-2014年度Ｎｏ.16 

第７８２回  ２０１３－２０１４年度  第１7回目 

１０月２４日 １８時３０分 茶房カオル 

開会点鐘 会 長 中井 昭宏 

ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ 奉仕の理想 

ﾛｰﾀﾘｰの目的唱和 奉仕委員会委員 内藤 絵梨奈 

お客様紹介 親睦委員会委員長 田辺 弘樹 

会長の時間 会 長  中井 昭宏 

幹事報告 幹 事 松田 香純 

委員会報告 米山記念奨学委員長 片岡 富美子 

ﾛｰﾀﾘｰ財団委員長 小野 晃範 

卓話 ポリオ撲滅にむけて          
 ロータリー財団ポリオ委員会委員 
            松田 香純     

ニコニコ報告 副SAA 仲峯 豊 

出席報告 副SAA  濱田 由美 

閉会点鐘 会 長  中井 昭宏  

本日19：30よりMGについての会議  19：50より緊急理事会 

今年は 
あなたが 
100ドルを 



 
 今週は地区の年度方針である出前卓話に行ってま
いりました。堺市にございます津久野中学校生徒 
558名にお話をして参りました。 
 
 子供たちに『心のかたち』についてお話をしまし
た。東日本大震災の直後、１年後、そして今につい
て、この震災で被災した子供たちの話をしました。
中学生の子たちは集中して僕の話に耳を傾けてくれ
ました。 
 
 次に我々医師が人の命を守るために戦っているこ
と、身体の暴力、心の暴力について説明しました。
ある男性が大きな怪我をした場合の本人、家族、従
業員、その犯人、治療をした医師看護師の気持ちを
それぞれ考えてもらいました。心の考え方と心の幅 
を考えてもらいました。命の大切さを知ってもらい
ました。 
 
 メールやLINEでの中傷で心がしんどくなることに
ついて話しました。そしてもしやっていれば今すぐ
に謝罪をすることを話しました。 
 
 人間には相手を思いやる『思いやり』という心が
あること、LINEでいやがらせをするなら、会って話
をすることの大切さについて話をしました。 
 
 どんな人間でも、必ず『あなたに会えてよかっ
た』といわれたいと考えます。じゃ、今から努力を
して下さい。あなたたちのことを一番に考えている
親、学校の先生に感謝しなさい。 
 
 子供たちの真剣な眼差しに時間をオーバーしまし
た。なぜか聞く姿勢がすばらしかったからです。 
 
 当地区も混乱といわれていますが、しっかり相手
の話を聞き、理解し、かってな中傷はしないことが
一番ではないでしょうか。 
 

ENGAGE ROTARY   CHANGE LIVES 
     ロータリーを実践し  みんなに豊かな人生を 

 
 地区大会記念ゴルフ大会が10月21日行われます。
参加される会員様には組み合わせ表、開催要項を
メールにてお送りいたしております。ご確認くだ
さい。 
 今年度コホストクラブとしてとくに27日お手伝い
をよろしくお願い申し上げます。なお、31日は例
会ありません、27日地区大会2日目に振替となって
おります。 
  
近隣クラブ 
堺中ロータリークラブ 
 10月23日は例会変更、場所不明 
 10月30日定款第6条第1節による休会 
堺東ロータリークラブ 
 10月29日定款第6条第1節による休会 
堺おおいずみロータリークラブ 
 10月31日は10月27日創立28周年記念例会18時〜 
 ホテルアゴーラリージェンシー堺に変更 
堺フラワーロータリークラブ 
 平成25年19日は10月20日日韓親善会議 
 10月26日は27日の地区大会2日目に例会変更と 
 なっております。 

 
 みなさま、こんばんは、今月は米山月間でござ 
います。ご寄付のご協力お願いいたします。 
 特別寄付としてこの米山月間に14000円以上のご 
寄付を頂けたら幸いです。来週も寄付をお待ちし 
ております。 
 



  青少年ライラ委員会 
     委員長 仲峯 豊 様 

日頃、皆様には青少年奉仕及びＲＹＬＡ活動にご協 
力を賜り心より感謝申し上げます。 
 
 ＲＹＬＡについての卓話をさせていただきたいと 
思います。 
 国際ロータリーでは、ロータリー青少年指導者養 
成プログラムと言います。 
英語読みのRotary Youth Leadership Awardsの頭文
字をとって、ＲＹＬＡ《ライラ》と言っています。
１４歳から３０歳までの若い人のための常設プログ
ラムで１９７１年に公式に採用したものです。若い
人々に指導者及び善良な市民としての資質を身に付
けるとともにそれを伸ばすことを目的としています。 
ＲＹＬＡはクラブまたは地区レベルで実施できるが、
ほとんどはセミナー形式かキャンプ（合宿）形式の 
方法に基づいております。 
    
 ＲＹＬＡの始まりは１９５９年オーストラリアの
クィーンズランド州が自治権獲得１００周年を 
祝うため英国のアレクサンドラ王女をお呼びした時
に、王女と同世代の青年達を招いて記念式典に参加
させて王女に会わせました。ブリズベンロータリー
クラブが、全オーストラリアから集まった若者達の
お世話をしましたが、彼らが大変素晴しい人達で
あったことから、ロータリアン達は、この催しを毎
年行うことと決め、各クラブから２人ずつの青年を
選んでブリズベンに招待し、１週間文化・社会・教
育プログラムに参加させることにしました。これが
セミナー方式のＲＹＬＡの始まりです。またもう一
方、アメリカでは１９４９年頃から、カリフォルニ
ア、ミシガン、ペンシルバニアの各州で、数地区で
高校生の男子をあつめて指導者キャンプというもの
を開発しました。参加者が指導能力を得る機会・場
所を得て、自分の指導技術を磨くというプログラム
です。これが教育的レクリエーション活動による、 
指導者キャンプ方式のＲＹＬＡの始まりです。 

 ロータリー青少年指導者養成プログラムの基本は
「ロータリー章典41.060.」に基づいております。ま
た情報規定（標準ロータリークラブ定款）の5条に
「奉仕の第五部門である青少年奉仕には、指導力養
成活動、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロ
ジェクトへの参加、世界平和と異文化の理解を深め
育む交換プログラムを通じて、青少年ならびに若者
によって、好ましい変化がもたらされることを認識
するものである。」とあります。私達ロータリアン
は、地域、社会において縁する全ての青少年また自
らの子や孫に手を差し伸べ、「世界平和」に基づき
国際交流及び異文化との交流を基調として、ロータ
リーの奉仕の理想を踏まえ、将来の指導者として養 
成して行くプログラムであります。 
 直前RI会長の田中作次先生は、子供のころに田舎
の小さな村で生まれ、貧しい家庭で8人兄弟の中、将
来は航海士になって世界を回りたいと大きな夢を抱
えていたのですが、貧しくて高校にもいけない状況
でした。しかし1人の先生の出会いが田中青年の人生
が一変しました。先生の思いやりと寛大さのお陰で
思い通りの人生が切り開かれたのです。先生から1人
の青年の与えられたチャンス、プレゼントをきっか
けに田中青年もどんどん人生を大きく開き、現在で
はロータリーを通じて、いろんな人に、人生を変え
るような人の為のプレゼントを与えるようになりま 
した。 
 私達ロータリアンは、１人でも多くの青少年の人
生を変える事が出来るような素敵なプレゼントを提
供し続ける責任があると思います。私達は常に身近 
な青少年に深く関わって行きたいと思います 
 
 そのプレゼントのひとつとして青少年ライラ活動
があると思います。具体的にな活動は、一昨年は羽
衣青少年センターにて1泊2日で「歴史と伝統文化を
学ぶ」をテーマに研修セミナーを開催し国内外で約
164名が参加されました。能舞台で狂言を観賞し、堺
の伝統文化に触れ、バーベキュー等楽しく大成功で
研修を終えました。昨年度は大阪府立青少年海洋セ
ンターにて2泊3日で「平和について考える」をテー
マに研修セミナーを開催し国内外で約160名が参加さ
れました。お琴の音にふれ、登山で団結力を養い、
平和についての講演を聞き、楽しいバーベキュー・
キャンプファイヤーあり、最終日カッター競技に参
加しボートに乗ってこれまた団結力を養いました。 
晴天のもと無事故で研修を終えました。このように
基本は研修セミナーを通じて海外のメンバーともふ
れあいの場を提供し、いろんな経験の中から何か 
チャンスを見出して頂ければと思います。 
 
 そこで本年度の地区青少年ライラ委員会は長期的
な展望に立って推し進めて行きたいと思います。 
各地域でのいろんな活動をされている青少年を推
薦・表彰し、将来の「ライラリアン」としての育
成・強化を目指して行く為、各ロータリークラブ推
薦により、地域でリーダーとして活躍されている青 
少年に対し、表彰していきたいと考えております。 



各自治会・町内会等での諸行事、各地域での野外活
動・文化活動、その他各種団体・クラブ等にリー
ダーとして活躍されている青少年男女（14歳～18
歳・19歳～30歳）のメンバーを各ロータリークラブ
に於いて、上記の内容でリーダーとして携わってお
られる青少年を推薦し、また名簿を作成して連携を
取りながら、今後の地区ライラ活動（研修セミ
ナー・イベント等）の企画・運営等に携わっていた
だく。地区のいろんな青少年奉仕活動等に積極的に
参加し、ロータリアンと共に長期的な計画を持って、
RI2640地区「ライラリアン」として指導・育成して
行くものとする。地区の青少年に於いて、それぞれ
の素晴らしい人材を見出し、ロータリー精神を学び、
将来の地域社会及び国際社会での指導者として成長 
していただく。 
 以上が本年度の地区ライラ活動の活動要項であり 
ます。 
 
 ライラ活動の時期が重要です。本年度はより多く
の青少年と関わりあいを持って頂き、来るべき時に
たくさんの青少年と共に研修セミナー等外に向かっ 
て活動的に奉仕をしていきたいと思います。 
 
 そして将来的に「ライラリアン」となった方々を、
出来るだけ多くのロータリアンへと育てて頂き、新
会員として迎えて行けるよう私自身、青少年奉仕に
携わるロータリアンの皆様と共に歩んで行きたいと 
思います。 
 
 今回地区大会で砂原会員率いる大阪グローバルソ
フトボールクラブの山下様を我がクラブから推薦し
表彰を受ける事になりました。本当におめでとうご
ざいました。次年度のライラ研修にも是非とも参加
して頂き将来的にロータリアンになって頂きたいと 
思います。 
 
以上わたくしの卓話と致します。ありがとうござい 
ました。 

中井昭宏 会長  

本日は青少年ライラ委員長仲峯様、卓話よろしくお
願いいたします。 

周さん、石田カウンセラー、堺清陵RCでの米山の卓
話お疲れ様でした。 

 

松田香純幹事 

仲峯様ライラについて勉強させて頂きます。19～20
日は日韓親善会議に行ってまいります。 

周さん堺清陵RCでの卓話お疲れ様でした。石田カウ
ンセラーもご苦労様でした。 

 

犬伏幸代会員 

仲峯様、今日の卓話ご苦労様です。よろしくお願い
いたします。 

 

吉住哲洋会員 

仲峯様先日はお世話になりました。卓話楽しみにし
ております。 

にこにこ報告 

在籍者   ３３名 出席者   １６名 

出席計算会員３２名  欠席者   １６名 

出席免除会員 １名 
（小林） 

免除出席者  ０名 

先々週修正出席率 
     ７７．４２％ 

出席率 
    ５０．００％ 

欠席報告（10月17日） 

出席報告 

中田 聡 仕事のため Make-up済 

山田 真樹 診療のため Make-up済 

石田 得子 米山卓話付添 Make-up済 

上田 俊夫 仕事のため Make-up済 

田中 範子 仕事のため 



山本 加容子 仕事のため Make-up済 

金谷 昌信 仕事のため 

松本 美和子 米山卓話付添 Make-up済 

濱田 由美 仕事のため Make-up済 

仁木 順子 仕事のため Make-up済 

京谷 知明 仕事のため Make-up済 

河野 強 仕事のため Make-up済 

砂原 孝史 仕事のため Make-up済 

中井 崇嗣 出張のため Make-up予定 

内藤 絵梨奈 仕事のため Make-up予定 

Make-up報告 

河野 強 12日 堺フラワーRC 

中野 一郎 16日 泉佐野RC 米山卓話 

石田 得子 17日 堺清陵RC 米山卓話 

松本美和子 17日 堺清陵RC 米山卓話 

米田眞理子 19日 第12回韓日親善会議②  

上田 俊夫 19日 第12回韓日親善会議② 

岡田 正一 19日 第12回韓日親善会議② 

京谷 知明 19日 第12回韓日親善会議② 

山田 真樹 19日 第12回韓日親善会議② 

仁木 順子 19日 第12回韓日親善会議② 

山本加容子 19日 第12回韓日親善会議② 

濱田 由美 19日 第12回韓日親善会議② 

仲峯 豊 19日 第12回韓日親善会議② 

中井 昭宏 19日 第12回韓日親善会議 

松田 香純 19日 第12回韓日親善会議 

河野 強 21日 地区大会記念ゴルフ大会 

砂原 孝史 23日 泉州KUMATORI-REC 

欠席報告（10月17日） 出前卓話 
 

         会長 中井 昭宏   

 
 2013年10月16日に堺市立津久野中学校 体育館 
にて開催いたしました。 
 津久野中学の生徒558名と教諭の方々、堺市教育 
委員会の方が出席されていました。 
 津久野中学は当クラブの砂原会員のお嬢様が通っ 
ておられる学校で楽しみに参りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



国際ロータリー韓日親善会議 
      inソウルに参加して 
 

      国際ロータリー第2640地区 
          ＰＤＧ米田眞理子 
 
 
 11月19日・21日韓国ソウルで開催されました、第 
12回韓日親善会議に参加してまいりました。日本か
ら四百数十名と言う大勢の参加で、素晴らしい感動
的なロータリーらしい会議そして晩餐会・午餐会を 
大いに楽しんでまいりました。 

 
 堺フェニックスＲＣからは、中井会長・松田幹事
家族４名・上田会員ご夫妻・岡田・京谷・仲峯・仁
木・山本・濱田・米田14名参加、参加率地区ＮＯ１ 
です。 

 
 ２日間に亘る韓日親善会議は素晴らしい設営でし
た。Ｄ2680PDG元ＲＩ理事今井鎮雄様の主催で12回続
けられてきました。途中、毎年開催が途切れること
がありましたが今回はＲＩ直前会長田中作次様のご
臨席のもと前年度ＲＩテーマ（奉仕を通して平和
を）を実践するロータリアンであるべき、また94歳
の菅野ＰＤＧ様から「決議23-34：ロータリアンは行
動するロータリアンたれ」との話を聞き、改めて
ロータリアンでよかったとの思いを胸に、日本から
参加の各地区の行動するロータリアンの皆様と韓国
のロータリアンの方々との友好親善を深めて帰国の
途に着きました。次回も続けて参加したいとの、皆 
様の声でした。 

次号により詳しく掲載します。 


